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(57)【要約】
【課題】操作者に負担を掛けずにコントラストタイマー
を的確なタイミングでスタートさせる。
【解決手段】第１の超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を
走査し、超音波画像を生成し、表示する。第２の超音波
探触子１１でドプラ成分を検知する。造影剤が上腕の静
脈に流入したことを第２の超音波探触子１１と第２の送
受信部１２と判定部１３で検知し、造影剤が流入した時
から操作者が調整した遅延時間の後、コントラストタイ
マー７ａへスタート信号を送る。
【効果】コントラストタイマー７ａのスタート操作を行
う必要がないから、操作者の負担を軽減できる。スター
ト操作に不可避の人為的ばらつきがなくなるから、常に
的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスター
トすることが出来る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１の超音波探触子と、前記第１の超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行
う第１の送受信手段と、前記第１の送受信手段により得られた信号を基に超音波画像を生
成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート信号
により計時を開始するコントラストタイマーと、第２の超音波探触子と、前記第２の超音
波探触子を駆動する第２の送受信手段と、前記第２の送受信手段により得られた信号を基
に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記コントラストタイマーへ
スタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
請求項１に記載の超音波診断装置において、前記判定手段は、前記第２の送受信手段によ
り得られた信号のドプラ成分を基に造影剤が流入したか否かを判定することを特徴とする
超音波診断装置。
【請求項３】
超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行う送受信手段
と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段
と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート信号により計時を開始するコン
トラストタイマーと、血流計測手段と、前記血流計測手段により得られた信号を基に造影
剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記コントラストタイマーへスター
ト信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
請求項３に記載の超音波診断装置において、前記血流計測手段は、光学的に血流を計測す
る手段であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
請求項４に記載の超音波診断装置において、前記血流計測手段は、レーザにより血流を計
測する手段であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行う送受信手段
と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段
と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート信号により計時を開始するコン
トラストタイマーと、血圧計測手段と、前記血圧計測手段により得られた信号を基に造影
剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記コントラストタイマーへスター
ト信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
請求項６に記載の超音波診断装置において、前記血圧計測手段は、機械的圧力により血圧
を計測する手段であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行う送受信手段
と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段
と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート信号により計時を開始するコン
トラストタイマーと、脈波計測手段と、前記脈波計測手段により得られた信号を基に造影
剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記コントラストタイマーへスター
ト信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
請求項８に記載の超音波診断装置において、前記脈波計測手段は、光学的に脈波を計測す
る手段であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】
超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行う送受信手段
と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段
と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート信号により計時を開始するコン
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トラストタイマーと、血流計測装置と、前記血流計測装置により得られた信号を基に造影
剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記コントラストタイマーへスター
ト信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置システム。
【請求項１１】
請求項１０に記載の超音波診断装置システムにおいて、前記血流計測装置は、超音波によ
り血流を計測する装置であることを特徴とする超音波診断装置システム。
【請求項１２】
請求項１０に記載の超音波診断装置システムにおいて、前記血流計測装置は、光学的に血
流を計測する装置であることを特徴とする超音波診断装置システム。
【請求項１３】
請求項１２に記載の超音波診断装置システムにおいて、前記血流計測装置は、レーザによ
り血流を計測する装置であることを特徴とする超音波診断装置システム。
【請求項１４】
超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行う送受信手段
と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段
と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート信号により計時を開始するコン
トラストタイマーと、血圧計測装置と、前記血圧計測装置により得られた信号を基に造影
剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記コントラストタイマーへスター
ト信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置システム。
【請求項１５】
請求項１４に記載の超音波診断装置システムにおいて、前記血圧計測装置は、機械的圧力
により血圧を計測する装置であることを特徴とする超音波診断装置システム。
【請求項１６】
超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行う送受信手段
と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段
と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート信号により計時を開始するコン
トラストタイマーと、脈波計測装置と、前記脈波計測装置により得られた信号を基に造影
剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記コントラストタイマーへスター
ト信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置システム。
【請求項１７】
請求項第１６に記載の超音波診断装置システムにおいて、前記脈波計測装置は、光学的に
脈波を計測する装置であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
【請求項１８】
超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行う送受信手段
と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段
と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート信号により計時を開始するコン
トラストタイマーと、液流計測装置と、前記液流計測装置により得られた信号を基に造影
剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記コントラストタイマーへスター
ト信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置システム。
【請求項１９】
請求項１８に記載の超音波診断装置システムにおいて、前記液流計測装置は、光学的に液
流を計測する装置であることを特徴とする超音波診断装置システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置および超音波診断装置システムに関し、さらに詳しくは、操
作者に負担を掛けずにコントラストタイマーを的確なタイミングでスタートさせることが
出来る超音波診断装置および超音波診断装置システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　超音波診断装置には、操作者のスタート操作で計時を開始し、操作者のフリーズ（free
ze）指示で計時を止め、スタートからの経過時間を画面に表示するストップウォッチ機能
を持ったものがある。この機能は、コントラストタイマー（contrast timer）と呼ばれて
いる。
　上記ストップウォッチ機能を利用して、被検体に造影剤を投与した時点でスタート操作
を行い、適当な時点でフリーズ指示の操作を行うと、フリーズした超音波画像を撮影した
時点までの造影剤投与後の経過時間を画面上で確認することが出来る（例えば、特許文献
１参照。）。
【特許文献１】特開２００４－１４８０１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の超音波診断装置では、例えば腎臓の造影撮影を行う場合、操作者が、超音波探触
子を被検体の腹部に当てて保持し、前腕静脈への造影剤の注入を開始した後、適当なタイ
ミングを見計らってコントラストタイマーのスタート操作を行っている。
　しかし、被検体に対して超音波探触子を当てる操作と、超音波診断装置に対してコント
ラストタイマーのスタート操作を行うことの両方の操作を行うことは、操作者の負担にな
る問題点があった。また、コントラストタイマーのスタートのタイミングが一定しない問
題点があった。
　そこで、本発明の目的は、操作者に負担を掛けずにコントラストタイマーを的確なタイ
ミングでスタートさせることが出来る超音波診断装置および超音波診断装置システムを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の観点では、本発明は、第１の超音波探触子と、前記第１の超音波探触子を駆動し
て超音波ビームによる走査を行う第１の送受信手段と、前記第１の送受信手段により得ら
れた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する
画像表示手段と、スタート信号により計時を開始するコントラストタイマーと、第２の超
音波探触子と、前記第２の超音波探触子を駆動する第２の送受信手段と、前記第２の送受
信手段により得られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したとき
に前記コントラストタイマーへスタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とす
る超音波診断装置を提供する。
　上記第１の観点による超音波診断装置では、例えば腎臓の造影撮影を行う場合、操作者
が被検体の腹部に第１の超音波探触子を当てて保持すると共に、被検体の上腕に第２の超
音波探触子を固定しておく。そして、前腕静脈への造影剤の注入を開始すると、造影剤が
上腕の静脈に流入した時点でコントラストタイマーが自動的にスタートする。従って、超
音波診断装置に対してコントラストタイマーのスタート操作を行う必要がなくなるため、
操作者の負担を軽減することが出来る。また、的確なタイミングでコントラストタイマー
をスタートすることが出来る。
　なお、造影剤が流入したと判定してからコントラストタイマーへスタート信号を送るま
での間の遅延時間を操作者が調整可能とするのが好ましい。
【０００５】
　第２の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置において、前記判定
手段は、前記第２の送受信手段により得られた信号のドプラ成分を基に造影剤が流入した
か否かを判定することを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第２の観点による超音波診断装置では、造影剤によりドプラ成分が変化するのを捉
えて造影剤の流入を検知することが出来る。
【０００６】
　第３の観点では、本発明は、超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビー
ムによる走査を行う送受信手段と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像
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を生成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート
信号により計時を開始するコントラストタイマーと、血流計測手段と、前記血流計測手段
により得られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記
コントラストタイマーへスタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音
波診断装置を提供する。
　上記第３の観点による超音波診断装置では、例えば腎臓の造影撮影を行う場合、操作者
が被検体の腹部に超音波探触子を当てて保持すると共に、被検体の上腕に血流計測手段の
センサを固定しておく。そして、前腕静脈への造影剤の注入を開始すると、造影剤が上腕
の静脈に流入した時点でコントラストタイマーが自動的にスタートする。従って、超音波
診断装置に対してコントラストタイマーのスタート操作を行う必要がなくなるため、操作
者の負担を軽減することが出来る。また、的確なタイミングでコントラストタイマーをス
タートすることが出来る。
　なお、造影剤が流入したと判定してからコントラストタイマーへスタート信号を送るま
での間の遅延時間を操作者が調整可能とするのが好ましい。
【０００７】
　第４の観点では、本発明は、前記第３の観点による超音波診断装置において、前記血流
計測手段は、光学的に血流を計測する手段であることを特徴とする超音波診断装置を提供
する。
　上記第４の観点による超音波診断装置では、例えば造影剤により血流からの反射光や透
過光が変化するのを捉えて、造影剤の流入を検知することが出来る。
【０００８】
　第５の観点では、本発明は、前記第４の観点による超音波診断装置において、前記血流
計測手段は、レーザにより血流を計測する手段であることを特徴とする超音波診断装置を
提供する。
　上記第５の観点による超音波診断装置では、例えば造影剤によりレーザードプラ成分が
変化するのを捉えて、造影剤の流入を検知することが出来る。
【０００９】
　第６の観点では、本発明は、超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビー
ムによる走査を行う送受信手段と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像
を生成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート
信号により計時を開始するコントラストタイマーと、血圧計測手段と、前記血圧計測手段
により得られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記
コントラストタイマーへスタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音
波診断装置を提供する。
　上記第６の観点による超音波診断装置では、例えば腎臓の造影撮影を行う場合、操作者
が被検体の腹部に超音波探触子を当てて保持すると共に、被検体の上腕に血圧計測手段の
センサを固定しておく。そして、前腕静脈への造影剤の注入を開始すると、造影剤が上腕
の静脈に流入した時点でコントラストタイマーが自動的にスタートする。従って、超音波
診断装置に対してコントラストタイマーのスタート操作を行う必要がなくなるため、操作
者の負担を軽減することが出来る。また、的確なタイミングでコントラストタイマーをス
タートすることが出来る。
　なお、造影剤が流入したと判定してからコントラストタイマーへスタート信号を送るま
での間の遅延時間を操作者が調整可能とするのが好ましい。
【００１０】
　第７の観点では、本発明は、前記第６の観点による超音波診断装置において、前記血圧
計測手段は、機械的圧力により血圧を計測する手段であることを特徴とする超音波診断装
置を提供する。
　上記第７の観点による超音波診断装置では、例えば造影剤により血圧が変化するのを捉
えて、造影剤の流入を検知することが出来る。
【００１１】
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　第８の観点では、本発明は、超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビー
ムによる走査を行う送受信手段と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画像
を生成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スタート
信号により計時を開始するコントラストタイマーと、脈波計測手段と、前記脈波計測手段
により得られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前記
コントラストタイマーへスタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超音
波診断装置を提供する。
　上記第８の観点による超音波診断装置では、例えば腎臓の造影撮影を行う場合、操作者
が被検体の腹部に超音波探触子を当てて保持すると共に、被検体の上腕に脈波計測手段の
センサを固定しておく。そして、前腕静脈への造影剤の注入を開始すると、造影剤が上腕
の静脈に流入した時点でコントラストタイマーが自動的にスタートする。従って、超音波
診断装置に対してコントラストタイマーのスタート操作を行う必要がなくなるため、操作
者の負担を軽減することが出来る。また、的確なタイミングでコントラストタイマーをス
タートすることが出来る。
　なお、造影剤が流入したと判定してからコントラストタイマーへスタート信号を送るま
での間の遅延時間を操作者が調整可能とするのが好ましい。
【００１２】
　第９の観点では、本発明は、前記第８の観点による超音波診断装置において、前記脈波
計測手段は、光学的に脈波を計測する手段であることを特徴とする超音波診断装置を提供
する。
　上記第９の観点による超音波診断装置では、例えば造影剤による血流からの反射光や透
過光の変化を捉えて、造影剤の流入を検知することが出来る。
【００１３】
　第１０の観点では、本発明は、超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビ
ームによる走査を行う送受信手段と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画
像を生成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スター
ト信号により計時を開始するコントラストタイマーと、血流計測装置と、前記血流計測装
置により得られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前
記コントラストタイマーへスタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超
音波診断装置システムを提供する。
　上記構成において、血流計測装置とは、超音波診断装置とは独立した装置であり、種々
市販されている。
　上記第１０の観点による超音波診断装置システムでは、例えば腎臓の造影撮影を行う場
合、操作者が被検体の腹部に超音波探触子を当てて保持すると共に、被検体の上腕に血流
計測装置のセンサを固定しておく。そして、前腕静脈への造影剤の注入を開始すると、造
影剤が上腕の静脈に流入した時点でコントラストタイマーが自動的にスタートする。従っ
て、超音波診断装置に対してコントラストタイマーのスタート操作を行う必要がなくなる
ため、操作者の負担を軽減することが出来る。また、的確なタイミングでコントラストタ
イマーをスタートすることが出来る。
　なお、造影剤が流入したと判定してからコントラストタイマーへスタート信号を送るま
での間の遅延時間を操作者が調整可能とするのが好ましい。
【００１４】
　第１１の観点では、本発明は、前記第１０の観点による超音波診断装置システムにおい
て、前記血流計測装置は、超音波により血流を計測する装置であることを特徴とする超音
波診断装置システムを提供する。
　上記第１１の観点による超音波診断装置システムでは、造影剤によりドプラ成分が変化
するのを捉えて造影剤の流入を検知することが出来る。
【００１５】
　第１２の観点では、本発明は、前記第１０の観点による超音波診断装置システムにおい
て、前記血流計測装置は、光学的に血流を計測する装置であることを特徴とする超音波診
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断装置システムを提供する。
　上記第１２の観点による超音波診断装置システムでは、例えば造影剤により血流からの
反射光や透過光が変化するのを捉えて造影剤の流入を検知することが出来る。
【００１６】
　第１３の観点では、本発明は、前記第１２の観点による超音波診断装置システムにおい
て、前記血流計測装置は、レーザにより血流を計測する装置であることを特徴とする超音
波診断装置システムを提供する。
　上記第１３の観点による超音波診断装置システムでは、例えば造影剤によりレーザード
プラ成分が変化するのを捉えて、造影剤の流入を検知することが出来る。
【００１７】
　第１４の観点では、本発明は、超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビ
ームによる走査を行う送受信手段と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画
像を生成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スター
ト信号により計時を開始するコントラストタイマーと、血圧計測装置と、前記血圧計測装
置により得られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前
記コントラストタイマーへスタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超
音波診断装置システムを提供する。
　上記構成において、血圧計測装置とは、超音波診断装置とは独立した装置であり、種々
市販されている。
　上記第１４の観点による超音波診断装置システムでは、例えば腎臓の造影撮影を行う場
合、操作者が被検体の腹部に超音波探触子を当てて保持すると共に、被検体の上腕に血圧
計測装置のセンサを固定しておく。そして、前腕静脈への造影剤の注入を開始すると、造
影剤が上腕の静脈に流入した時点でコントラストタイマーが自動的にスタートする。従っ
て、超音波診断装置に対してコントラストタイマーのスタート操作を行う必要がなくなる
ため、操作者の負担を軽減することが出来る。また、的確なタイミングでコントラストタ
イマーをスタートすることが出来る。
　なお、造影剤が流入したと判定してからコントラストタイマーへスタート信号を送るま
での間の遅延時間を操作者が調整可能とするのが好ましい。
【００１８】
　第１５の観点では、本発明は、前記第１４の観点による超音波診断装置システムにおい
て、前記血圧計測装置は、機械的圧力により血圧を計測する装置であることを特徴とする
超音波診断装置システムを提供する。
　上記第１５の観点による超音波診断装置システムでは、例えば造影剤により血圧が変化
するのを捉えて、造影剤の流入を検知することが出来る。
【００１９】
　第１６の観点では、本発明は、超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビ
ームによる走査を行う送受信手段と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画
像を生成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スター
ト信号により計時を開始するコントラストタイマーと、脈波計測装置と、前記脈波計測装
置により得られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前
記コントラストタイマーへスタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超
音波診断装置システムを提供する。
　上記構成において、脈波計測装置とは、超音波診断装置とは独立した装置であり、種々
市販されている。
　上記第１６の観点による超音波診断装置システムでは、例えば腎臓の造影撮影を行う場
合、操作者が被検体の腹部に超音波探触子を当てて保持すると共に、被検体の上腕に脈波
計測装置のセンサを固定しておく。そして、前腕静脈への造影剤の注入を開始すると、造
影剤が上腕の静脈に流入した時点でコントラストタイマーが自動的にスタートする。従っ
て、超音波診断装置に対してコントラストタイマーのスタート操作を行う必要がなくなる
ため、操作者の負担を軽減することが出来る。また、的確なタイミングでコントラストタ
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イマーをスタートすることが出来る。
　なお、造影剤が流入したと判定してからコントラストタイマーへスタート信号を送るま
での間の遅延時間を操作者が調整可能とするのが好ましい。
【００２０】
　第１７の観点では、本発明は、前記第１６の観点による超音波診断装置システムにおい
て、前記脈波計測装置は、光学的に脈波を計測する装置であることを特徴とする超音波診
断装置システムを提供する。
　上記第１７の観点による超音波診断装置システムでは、例えば造影剤による血流からの
反射光や透過光の変化を捉えて、造影剤の流入を検知することが出来る。
【００２１】
　第１８の観点では、本発明は、超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビ
ームによる走査を行う送受信手段と、前記送受信手段により得られた信号を基に超音波画
像を生成する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、スター
ト信号により計時を開始するコントラストタイマーと、液流計測装置と、前記液流計測装
置により得られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに前
記コントラストタイマーへスタート信号を送る判定手段とを具備したことを特徴とする超
音波診断装置システムを提供する。
　上記構成において、液流計測装置とは、超音波診断装置とは独立した装置であり、種々
市販されている。
　上記第１８の観点による超音波診断装置システムでは、例えば腎臓の造影撮影を行う場
合、操作者が被検体の腹部に超音波探触子を当てて保持すると共に、被検体への造影剤注
入口の近傍の造影剤注入チューブに液流計測装置のセンサを固定しておく。そして、前腕
静脈への造影剤の注入を開始すると、造影剤が造影剤注入口の近傍の造影剤注入チューブ
に流入した時点でコントラストタイマーが自動的にスタートする。従って、超音波診断装
置に対してコントラストタイマーのスタート操作を行う必要がなくなるため、操作者の負
担を軽減することが出来る。また、的確なタイミングでコントラストタイマーをスタート
することが出来る。
　なお、造影剤が流入したと判定してからコントラストタイマーへスタート信号を送るま
での間の遅延時間を操作者が調整可能とするのが好ましい。
【００２２】
　第１９の観点では、本発明は、前記第１８の観点による超音波診断装置システムにおい
て、前記液流計測装置は、光学的に液流を計測する装置であることを特徴とする超音波診
断装置システムを提供する。
　上記第１９の観点による超音波診断装置システムでは、例えば造影剤注入チューブから
の反射光や透過光の変化を捉えて、造影剤の流入を検知することが出来る。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の超音波診断装置および超音波診断装置システムによれば、操作者に負担を掛け
ずに、超音波診断装置のコントラストタイマーを的確なタイミングでスタートさせること
が出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本
発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００２５】
　図１は、実施例１に係る超音波診断装置１０１を示す構成説明図である。
　この超音波診断装置１０１は、第１の超音波探触子１と、第１の超音波探触子１を駆動
して被検体内を超音波ビームで走査する第１の送受信部２と、第１の送受信部２により得
られた信号を基に超音波画像を生成する画像生成部３と、超音波画像などを表示する画像
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表示部４と、操作者がコントラストタイマー７ａのスタート操作などの指示やデータを与
えるための操作部５と、超音波画像などを記録する記録部６と、全体を制御する制御部７
と、制御部７に含まれているコントラストタイマー７ａと、第２の超音波探触子１１と、
第２の超音波探触子１１を駆動する第２の送受信部１２と、第２の送受信部１２により得
られた信号を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときにコントラスト
タイマー７ａへスタート信号を送る判定部１３とを具備している。
【００２６】
　例えば腎臓の造影撮影を行う場合、被検体Ｈの上腕に第２の超音波探触子１１を固定し
ておく。操作者は、被検体Ｈの腹部に第１の超音波探触子１を当てて保持し、造影剤注入
器Ｉより被検体Ｈの前腕静脈への造影剤の注入を開始する。
【００２７】
　超音波診断装置１０１は、第１の超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を走査し、超音波画
像を生成し、表示する。同時に、第２の超音波探触子１１でドプラ成分を検知している。
【００２８】
　造影剤が上腕の静脈に流入すると、第２の超音波探触子１１で検出し第２の送受信部１
２から出力されるドプラ成分が変化する。これを判定部１３で検知し、造影剤が流入した
と判定する。そして、操作者が調整した遅延時間の後、コントラストタイマー７ａへスタ
ート信号を送る。かくして、コントラストタイマー７ａが的確なタイミングで自動的にス
タートする。
【００２９】
　実施例１の超音波診断装置１０１によれば、操作者は超音波診断装置１０１に対してコ
ントラストタイマー７ａのスタート操作を行う必要がないから、操作者の負担を軽減する
ことが出来る。また、操作者によるスタート操作に不可避の人為的ばらつきがなくなるか
ら、常に的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスタートすることが出来る。
【実施例２】
【００３０】
　図２は、実施例２に係る超音波診断装置１０２を示す構成説明図である。
　この超音波診断装置１０２は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して被検体内
を超音波ビームで走査する送受信部２と、送受信部２により得られた信号を基に超音波画
像を生成する画像生成部３と、超音波画像などを表示する画像表示部４と、操作者がコン
トラストタイマー７ａのスタート操作などの指示やデータを与えるための操作部５と、超
音波画像などを記録する記録部６と、全体を制御する制御部７と、制御部７に含まれてい
るコントラストタイマー７ａと、血流センサ２１と、血流センサ２１により血流を計測す
る血流計測部２２と、血流計測部２２により得られた信号を基に造影剤が流入したか否か
を判定し造影剤が流入したときにコントラストタイマー７ａへスタート信号を送る判定部
２３とを具備している。
【００３１】
　血流センサ２１は、例えば赤外光センサやレーザードプラセンサである。
【００３２】
　例えば腎臓の造影撮影を行う場合、被検体Ｈの上腕に血流センサ２１を固定しておく。
操作者は、被検体Ｈの腹部に超音波探触子１を当てて保持し、造影剤注入器Ｉより被検体
Ｈの前腕静脈への造影剤の注入を開始する。
【００３３】
　超音波診断装置１０２は、超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を走査し、超音波画像を生
成し、表示する。同時に、血流センサ２１で血流を検知している。
【００３４】
　造影剤が上腕の静脈に流入すると、血流センサ２１で検出し血流計測部２２から出力さ
れる血流信号が変化する。これを判定部２３で検知し、造影剤が流入したと判定する。そ
して、操作者が調整した遅延時間の後、コントラストタイマー７ａへスタート信号を送る
。かくして、コントラストタイマー７ａが的確なタイミングで自動的にスタートする。
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【００３５】
　実施例２の超音波診断装置１０２によれば、操作者は超音波診断装置１０２に対してコ
ントラストタイマー７ａのスタート操作を行う必要がないから、操作者の負担を軽減する
ことが出来る。また、操作者によるスタート操作に不可避の人為的ばらつきがなくなるか
ら、常に的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスタートすることが出来る。
【実施例３】
【００３６】
　図３は、実施例３に係る超音波診断装置１０３を示す構成説明図である。
　この超音波診断装置１０３は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して被検体内
を超音波ビームで走査する送受信部２と、送受信部２により得られた信号を基に超音波画
像を生成する画像生成部３と、超音波画像などを表示する画像表示部４と、操作者がコン
トラストタイマー７ａのスタート操作などの指示やデータを与えるための操作部５と、超
音波画像などを記録する記録部６と、全体を制御する制御部７と、制御部７に含まれてい
るコントラストタイマー７ａと、血圧センサ３１と、血圧センサ３１により血圧を計測す
る血圧計測部３２と、血圧計測部３２により得られた信号を基に造影剤が流入したか否か
を判定し造影剤が流入したときにコントラストタイマー７ａへスタート信号を送る判定部
３３とを具備している。
【００３７】
　血圧センサ３１は、例えば空気圧センサである。
【００３８】
　例えば腎臓の造影撮影を行う場合、被検体Ｈの上腕に血圧センサ３１を固定しておく。
操作者は、被検体Ｈの腹部に超音波探触子１を当てて保持し、造影剤注入器Ｉより被検体
Ｈの前腕静脈への造影剤の注入を開始する。
【００３９】
　超音波診断装置１０３は、超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を走査し、超音波画像を生
成し、表示する。同時に、血圧センサ３１で血圧を検知している。
【００４０】
　造影剤が上腕の静脈に流入すると、血圧センサ３１で検出し血圧計測部３２から出力さ
れる血圧信号が変化する。これを判定部３３で検知し、造影剤が流入したと判定する。そ
して、操作者が調整した遅延時間の後、コントラストタイマー７ａへスタート信号を送る
。かくして、コントラストタイマー７ａが的確なタイミングで自動的にスタートする。
【００４１】
　実施例３の超音波診断装置１０３によれば、操作者は超音波診断装置１０３に対してコ
ントラストタイマー７ａのスタート操作を行う必要がないから、操作者の負担を軽減する
ことが出来る。また、操作者によるスタート操作に不可避の人為的ばらつきがなくなるか
ら、常に的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスタートすることが出来る。
【実施例４】
【００４２】
　図４は、実施例４に係る超音波診断装置１０４を示す構成説明図である。
　この超音波診断装置１０２は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して被検体内
を超音波ビームで走査する送受信部２と、送受信部２により得られた信号を基に超音波画
像を生成する画像生成部３と、超音波画像などを表示する画像表示部４と、操作者がコン
トラストタイマー７ａのスタート操作などの指示やデータを与えるための操作部５と、超
音波画像などを記録する記録部６と、全体を制御する制御部７と、制御部７に含まれてい
るコントラストタイマー７ａと、脈波センサ４１と、脈波センサ４１により脈波を計測す
る脈波計測部４２と、脈波計測部４２により得られた信号を基に造影剤が流入したか否か
を判定し造影剤が流入したときにコントラストタイマー７ａへスタート信号を送る判定部
４３とを具備している。
【００４３】
　脈波センサ４１は、例えば赤外光センサやレーザードプラセンサである。
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【００４４】
　例えば腎臓の造影撮影を行う場合、被検体Ｈの上腕に脈波センサ４１を固定しておく。
操作者は、被検体Ｈの腹部に超音波探触子１を当てて保持し、造影剤注入器Ｉより被検体
Ｈの前腕静脈への造影剤の注入を開始する。
【００４５】
　超音波診断装置１０４は、超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を走査し、超音波画像を生
成し、表示する。同時に、脈波センサ４１で脈波を検知している。
【００４６】
　造影剤が上腕の静脈に流入すると、脈波センサ４１で検出し脈波計測部４２から出力さ
れる脈波信号が変化する。これを判定部４３で検知し、造影剤が流入したと判定する。そ
して、操作者が調整した遅延時間の後、コントラストタイマー７ａへスタート信号を送る
。かくして、コントラストタイマー７ａが的確なタイミングで自動的にスタートする。
【００４７】
　実施例４の超音波診断装置１０４によれば、操作者は超音波診断装置１０４に対してコ
ントラストタイマー７ａのスタート操作を行う必要がないから、操作者の負担を軽減する
ことが出来る。また、操作者によるスタート操作に不可避の人為的ばらつきがなくなるか
ら、常に的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスタートすることが出来る。
【実施例５】
【００４８】
　図５は、実施例５に係る超音波診断装置システム２０１の構成説明図である。
　この超音波診断装置システム２０１は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して
被検体内を超音波ビームで走査する送受信部２と、送受信部２により得られた信号を基に
超音波画像を生成する画像生成部３と、超音波画像などを表示する画像表示部４と、操作
者がコントラストタイマー７ａのスタート操作などの指示やデータを与えるための操作部
５と、超音波画像などを記録する記録部６と、全体を制御する制御部７と、制御部７に含
まれているコントラストタイマー７ａとを備えた超音波診断装置１００、血流センサＦｓ
により血流を計測する血流計測装置Ｆｄ、および、血流計測装置Ｆｄにより得られた信号
を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに超音波診断装置１００へ
コントラストタイマー７ａのスタート信号を送る判定装置４０を具備している。
【００４９】
　血流計測装置Ｆｄは、超音波診断装置１００とは独立した装置であり、市販されている
装置を用いてもよい。
　血流センサＦｓは、例えば赤外光センサやレーザードプラセンサである。
【００５０】
　例えば腎臓の造影撮影を行う場合、被検体Ｈの上腕に血流センサＦｓを固定しておく。
操作者は、被検体Ｈの腹部に超音波探触子１を当てて保持し、造影剤注入器Ｉより被検体
Ｈの前腕静脈への造影剤の注入を開始する。
【００５１】
　超音波診断装置１００は、超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を走査し、超音波画像を生
成し、表示する。
　血流計測装置Ｆｄは、血流センサＦｓで血流を検知している。
【００５２】
　造影剤が上腕の静脈に流入すると、血流センサＦｓで検出し血流計測装置Ｆｄから出力
される血流信号が変化する。これを判定装置４０で検知し、造影剤が流入したと判定する
。そして、操作者が調整した遅延時間の後、超音波診断装置１００へコントラストタイマ
ー７ａのスタート信号を送る。かくして、超音波診断装置１００のコントラストタイマー
７ａが的確なタイミングで自動的にスタートする。
【００５３】
　実施例５の超音波診断装置システム２０１によれば、操作者は超音波診断装置１００に
対してコントラストタイマー７ａのスタート操作を行う必要がないから、操作者の負担を
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軽減することが出来る。また、操作者によるスタート操作に不可避の人為的ばらつきがな
くなるから、常に的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスタートすることが出
来る。
【実施例６】
【００５４】
　図６は、実施例６に係る超音波診断装置システム２０２の構成説明図である。
　この超音波診断装置システム２０２は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して
被検体内を超音波ビームで走査する送受信部２と、送受信部２により得られた信号を基に
超音波画像を生成する画像生成部３と、超音波画像などを表示する画像表示部４と、操作
者がコントラストタイマー７ａのスタート操作などの指示やデータを与えるための操作部
５と、超音波画像などを記録する記録部６と、全体を制御する制御部７と、制御部７に含
まれているコントラストタイマー７ａとを備えた超音波診断装置１００、血圧センサＰｓ
により血圧を計測する血圧計測装置Ｐｄ、および、血圧計測装置Ｐｄにより得られた信号
を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに超音波診断装置１００へ
コントラストタイマー７ａのスタート信号を送る判定装置６０を具備している。
【００５５】
　血圧計測装置Ｐｄは、超音波診断装置１００とは独立した装置であり、市販されている
装置を用いてもよい。
　血圧センサＰｓは、例えば空気圧センサである。
【００５６】
　例えば腎臓の造影撮影を行う場合、被検体Ｈの上腕に血圧センサＰｓを固定しておく。
操作者は、被検体Ｈの腹部に超音波探触子１を当てて保持し、造影剤注入器Ｉより被検体
Ｈの前腕静脈への造影剤の注入を開始する。
【００５７】
　超音波診断装置１００は、超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を走査し、超音波画像を生
成し、表示する。
　血圧計測装置Ｐｄは、血圧センサＰｓで血圧を検知している。
【００５８】
　造影剤が上腕の静脈に流入すると、血圧センサＰｓで検出し血圧計測装置Ｐｄから出力
される血圧信号が変化する。これを判定装置６０で検知し、造影剤が流入したと判定する
。そして、操作者が調整した遅延時間の後、超音波診断装置１００へコントラストタイマ
ー７ａのスタート信号を送る。かくして、超音波診断装置１００のコントラストタイマー
７ａが的確なタイミングで自動的にスタートする。
【００５９】
　実施例６の超音波診断装置システム２０２によれば、操作者は超音波診断装置１００に
対してコントラストタイマー７ａのスタート操作を行う必要がないから、操作者の負担を
軽減することが出来る。また、操作者によるスタート操作に不可避の人為的ばらつきがな
くなるから、常に的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスタートすることが出
来る。
【実施例７】
【００６０】
　図７は、実施例７に係る超音波診断装置システム２０３の構成説明図である。
　この超音波診断装置システム２０３は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して
被検体内を超音波ビームで走査する送受信部２と、送受信部２により得られた信号を基に
超音波画像を生成する画像生成部３と、超音波画像などを表示する画像表示部４と、操作
者がコントラストタイマー７ａのスタート操作などの指示やデータを与えるための操作部
５と、超音波画像などを記録する記録部６と、全体を制御する制御部７と、制御部７に含
まれているコントラストタイマー７ａとを備えた超音波診断装置１００、脈波センサＬｓ
により脈波を計測する脈波計測装置Ｌｄ、および、脈波計測装置Ｌｄにより得られた信号
を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに超音波診断装置１００へ
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コントラストタイマー７ａのスタート信号を送る判定装置７０を具備している。
【００６１】
　脈波計測装置Ｌｄは、超音波診断装置１００とは独立した装置であり、市販されている
装置を用いてもよい。
　脈波センサＬｓは、例えば赤外光センサやレーザードプラセンサである。
【００６２】
　例えば腎臓の造影撮影を行う場合、被検体Ｈの上腕に脈波センサＬｓを固定しておく。
操作者は、被検体Ｈの腹部に超音波探触子１を当てて保持し、造影剤注入器Ｉより被検体
Ｈの前腕静脈への造影剤の注入を開始する。
【００６３】
　超音波診断装置１００は、超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を走査し、超音波画像を生
成し、表示する。
　脈波計測装置Ｌｄは、脈波センサＬｓで脈波を検知している。
【００６４】
　造影剤が上腕の静脈に流入すると、脈波センサＬｓで検出し脈波計測装置Ｌｄから出力
される脈波信号が変化する。これを判定装置７０で検知し、造影剤が流入したと判定する
。そして、操作者が調整した遅延時間の後、超音波診断装置１００へコントラストタイマ
ー７ａのスタート信号を送る。かくして、超音波診断装置１００のコントラストタイマー
７ａが的確なタイミングで自動的にスタートする。
【００６５】
　実施例７の超音波診断装置システム２０３によれば、操作者は超音波診断装置１００に
対してコントラストタイマー７ａのスタート操作を行う必要がないから、操作者の負担を
軽減することが出来る。また、操作者によるスタート操作に不可避の人為的ばらつきがな
くなるから、常に的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスタートすることが出
来る。
【実施例８】
【００６６】
　図８は、実施例８に係る超音波診断装置システム２０４の構成説明図である。
　この超音波診断装置システム２０４は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して
被検体内を超音波ビームで走査する送受信部２と、送受信部２により得られた信号を基に
超音波画像を生成する画像生成部３と、超音波画像などを表示する画像表示部４と、操作
者がコントラストタイマー７ａのスタート操作などの指示やデータを与えるための操作部
５と、超音波画像などを記録する記録部６と、全体を制御する制御部７と、制御部７に含
まれているコントラストタイマー７ａとを備えた超音波診断装置１００、液流センサＱｓ
により液流を計測する液流計測装置Ｑｄ、および、液流計測装置Ｑｄにより得られた信号
を基に造影剤が流入したか否かを判定し造影剤が流入したときに超音波診断装置１００へ
コントラストタイマー７ａのスタート信号を送る判定装置８０を具備している。
【００６７】
　液流計測装置Ｑｄは、超音波診断装置１００とは独立した装置であり、市販されている
装置を用いてもよい。
　液流センサＱｓは、例えば赤外光センサである。
【００６８】
　例えば腎臓の造影撮影を行う場合、造影剤の被検体Ｈへの注入口Ｖの近傍の造影剤チュ
ーブＴに液流センサＱｓを固定しておく。操作者は、被検体Ｈの腹部に超音波探触子１を
当てて保持し、造影剤注入器Ｉより被検体Ｈの前腕静脈への造影剤の注入を開始する。
【００６９】
　超音波診断装置１００は、超音波探触子１で被検体Ｈの腹部を走査し、超音波画像を生
成し、表示する。
　液流計測装置Ｑｄは、液流センサＱｓで液流を検知している。
【００７０】
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　造影剤が造影剤チューブＴを流れると、液流センサＱｓで検出し液流計測装置Ｑｄから
出力される液流信号が変化する。これを判定装置８０で検知し、造影剤が流入したと判定
する。そして、操作者が調整した遅延時間の後、超音波診断装置１００へコントラストタ
イマー７ａのスタート信号を送る。かくして、超音波診断装置１００のコントラストタイ
マー７ａが的確なタイミングで自動的にスタートする。
【００７１】
　実施例８の超音波診断装置システム２０４によれば、操作者は超音波診断装置１００に
対してコントラストタイマー７ａのスタート操作を行う必要がないから、操作者の負担を
軽減することが出来る。また、操作者によるスタート操作に不可避の人為的ばらつきがな
くなるから、常に的確なタイミングでコントラストタイマー７ａをスタートすることが出
来る。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明の超音波診断装置および超音波診断装置システムは、例えば造影撮影によりＴＩ
Ｃ（Time Intensity Curve）を取得するのに利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】実施例１に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図２】実施例２に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図３】実施例３に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図４】実施例４に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図５】実施例５に係る超音波診断装置システムを示す構成説明図である。
【図６】実施例６に係る超音波診断装置システムを示す構成説明図である。
【図７】実施例７に係る超音波診断装置システムを示す構成説明図である。
【図８】実施例８に係る超音波診断装置システムを示す構成説明図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１　　　　　　　　　　　　　（第１の）超音波探触子
　２　　　　　　　　　　　　　（第１の）送受信部
　３　　　　　　　　　　　　　画像生成部
　４　　　　　　　　　　　　　画像表示部
　５　　　　　　　　　　　　　操作部
　６　　　　　　　　　　　　　記録部
　７　　　　　　　　　　　　　制御部
　７ａ　　　　　　　　　　　　コントラストタイマー
　１１　　　　　　　　　　　　第２の超音波探触子
　２１，Ｆｓ　　　　　　　　　血流センサ
　３１，Ｐｓ　　　　　　　　　血圧センサ
　４１，Ｌｓ　　　　　　　　　脈波センサ
　１２　　　　　　　　　　　　第２の送受信部
　１３，２３，３３，４３　　　判定部
　５０，６０，７０，８０　　　判定装置
　１００～１０４　　　　　　　超音波診断装置
　２０１～２０４　　　　　　　超音波診断装置システム
　Ｑｓ　　　　　　　　　　　　液流センサ
　Ｑｄ　　　　　　　　　　　　液流計測装置
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